
令和６年度技術士第二次試験問題 [建設部門] 

 

９ 建設部門【必須科目Ⅰ】 

 

Ⅰ 次の２問題（Ⅰ－１,Ⅰ－２）のうち１問題を選び回答せよ。（解答問題番号を明記し、

答案用紙３枚を用いてまとめよ。） 

 

 Ⅰ－１ 人々の暮らしは豊かで便利になる一方で、地球環境は限界を迎えつつある。この

ような状況の中、世界的に自然再興（ネイチャーポジティブ）やカーボンニュートラル

の実現に向けた動きが、世界的に活発化している。2022 年 12 月には、生物多様性条約

第 15回締約国会議（COP15）において、新たな生物多様性枠組である「昆明・モントリ

オール生物多様性枠組」が採択され、我が国においても、「自然と共生する社会」を目指

すこととしている。また、2050 年カーボンニュートラルの実現を宣言し、この宣言と整

合的で野心的な目標として、2030 年度に温室効果ガスを 2013 年度から 46％削減するこ

とを目指すこと、さらに 50％の高みに向けて挑戦を続けていくことを示している。 

世界規模でグリーントランスフォーメーション（GX）実現に向けた動きが活発化して

いる中、GX と産業競争力強化・経済成長を同時に実現するため、以下の問いに答えよ。 

 （１）ネイチャーポジティブとカーボンニュートラルの実現に向けてまちづくりＧＸを推

進するに当たり、技術者としての立場で多面的な観点から３つの課題を抽出し、それ

ぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。 

 （２）前問（１）で抽出した課題のうち、最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に

対する複数の解決策を示せ。 

 （３）前問（２）で示したすべての解決策を実行しても生じうるリスクとそれへの対策に

ついて、専門技術を踏まえた考えを示せ。 

 （４）前問（１）～（３）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の

持続性の観点から必要となる要点・留意点を述べよ。 


